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歴史のなかの教育とジェンダー

～「いかに生きるか」という問いの系譜と性差～

野々村淑子（九州大学大学院人間環境学研究院）

はじめに

いかに生きるか。

現代に生きる私たちにとってこの間いは、全ての人に普遍的に開かれているといえる。

少なくとも、そのように保証されているべきである、と私たちの多くは考えるだろう。そ

して、それを前提として、いかに生きるかという問いにこたえていくこと、つまり自分の

生きていく道を、様々な選択肢のなかから見極めつつ、選び、決定し、そのための努力を

していくことが、私たちには求められる。教育とは、その力を育成するための働きかけと

いうことになる。

思春期から青年期にかけての苦悩や、アイデンティティの危機といわれるものも、大人

として自らの道を歩む前に、どのような生き方が自分にとって最適であるのかが自分でも

わからずに葛藤する、普遍的に個々人の内面におこる発達的段階であるともいわれる。

しかし、私たち近現代人にとっては当然のように思える、この「し、かに生きるか」とい

う問いも、歴史的にみると、決して普遍的なものではない。川、かに生きるか」という間い

は、永遠普遍なものではなく、非常に新しい問いなのである。

本論では、この川、かに生きるか」という問いの系譜を西欧の歴史にたどりながら、そ

こにある女と男の人間形成の差異と、その変容過程をみていくことによって、「歴史のなか

のジェンダーと教育」について考えることとする。

歴史をみるとは、今現在を生きる自分が当然のように思っていることや価値観、ものの

考え方や見方は、普遍的なものではない、ということに気づくことである。当然、本来そ

うあるべきだ、という認識枠組は、歴史のなかで社会のなかに徐々に根づき、そして私た

ちの意識のなかに埋め込まれている。

なにか問題が生じたときに、私たちは、本来あるべきとされているイメージからの断罪

的な意見や、改善策を述べがちである。しかし、それはあくまでコップのなかの嵐を起こ

しているに過ぎない、ということもある。

自分を掘っていくこと。そして自分を支配している過去から解放されること。あるべき

論ではなく、現在の男と女の生き方はし、かに特異なものであるか、そして、いかにして今

の形になったのか。この文章は 公開講座の一環としてお話した内容をもとにしたもので

あるが、一般の方々が、女性として、男性として生きるとはどういうことなのかについて、

歴史に問いかけるきっかけとしてくだされば幸いである。
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上九、カヰこ生きるか」という関いの成立

「し、かに生きるかj という問いが生まれるには、自らの人生の道をさまざまな道のなか

から溜ぶことのできる社会的条件のみならず、選択の力と そしてそれを選んでいる

まさに自分という個人であるという意識がなくてはならない。

この個人という意臓の覚醒と、それをど前提とした社会が、

のは、西欧のキリスト教文化圏においてであるといわれ

な個人の集まりが社会の構成原理となったのは、

である。それまでは、それぞれの身分の性別に応

ら徐々に成立した

自患と権利をもっ平等

こと

とひとまず苦うことができょう。

において教育は、それぞれの身分とそれに即応した職業にふさわしい技能と

1方を教え込むことであった。子どもたちは、 7、8歳になると労鶴や社交の場で大人

ちと共に生活をしながら、見習いつつ、仕事や遊びゃ生き方、按舞い方などを覚えてい

っていたようである。これは、王族、貴族から農民屠まで、身分を問わず慣習化された教

と学習

なかでも、 ち現代人からすると驚くべき習わしであ

の子どもたちを龍家に預け、 したし

、
ゐ
寸

十
匹
斗
ノ

れ

色、

というと、貧密躍の親が子どもを売るよう設イメージが私た

しかし、近代以前の生家奉公は、貴族層、

して私たちに患I!染みのある職人や商人）替の提弟管行ま

いなど、奉公人として濯用、あるいは売買されたケースもあったが、途中で切り

ど、その境自がはっきちしないことが明らかになっている。そうした区別、

人雇用と、教育部；練のための奉公の舷別はなかったというのが実情のよう

このような区別の必要性は意識されなかったということができょう。

-,... /T'¥.,f，砂加を講義で紹介するたびに学生さんたちに感想を聞くのだが、

くようである。それは、「可哀相jという印象である。なにしろ、

もちろん損汁先も吟味され、相当の謝礼を親が支払い、委託さ

れたほうは教育職務を負っていたことは、残存している契約書からわかるようで、ある。子

どもたちは、？殺ぐらいになると親元を離れ、ふるまい方や実務知識、人間的価値をも含

自分の窺以外の大人に教育される。費挟擦の他家奉公は、まさに奉公の名

り、他の奉公人たちと同様の者公の仕事、すなわち、給仕やベッドメイキング、主人が出

るときの向行、などの詑事を、大人の恭公人たちとともに、同じ場で行っていた。

るべき主人となるためには、まずは奉公人たるはなんぞ、や、から体得すべきだ、とい

うことであろうか。もちろん、農家の農業徒弟や、下層階級の徒弟は、給金や親への支払

るな

ち奉公

る。つまり、

じような感
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が親元離れて奉公にいくのだから、そんなことは私たちには考えられない、ということで

ある。しかし、そのような感想を抱くこと自体、逆に中世の人々からすれば、おそらく驚

くべきことかもしれない。 P.アリエスは、 15世紀末の西欧でおきていた、この他家奉公

に関する認識のずれを言い当てた史料を提示している。それによれば、イタリアのほうが、

イギリスよりも、他家奉公の慣習にたいする違和感がもたれたのは早かった。

15世紀末葉のイタリアのあるテキストは、少なくともイギリスにおける中世の家族

についてのきわめて示唆に富んだ観念を、私たちに与えてくれる。－一「イギリス人が

情緒を欠いていることは、特に自分の子どもたちにたいする態度に現われている。子

供たちを 7歳ないしは9歳まで家においた後で（昔のフランスの著作家たちから見れ

ば、 7歳という年齢は、男の子が女手を離れて学校あるいは大人たちの世界へ合流す

る年齢である）、女の子ばかりか男の子も、他人の家で、雑役をさせるために移すのであ

る。この子供たちは、 7年から 9年のあいだ（したがって 14歳ないし 18歳頃まで）

この家庭で拘束されて過す。この間に、かれらは諸々の召使の仕事を修得するのであ

る。こうした取り扱いを免れる者は僅かしかいない。というのも各自が、その財産の

如何によらずこのようにして自分の子供たちを他家へ送り込み、一方ではあかの他人

の子供たちを自分のところに受け入れるからである。J［アリエス 1980: 341-342] 

アリエスは、中世ヨーロッパで、普通に行われていたこの他家奉公の慣習が、イタリアでは

先に消滅し、それがこのようなイギリスの慣習への非難めいた感想をもたらしたのではな

し、かということを示唆している。そして、他家奉公は、貴族やその他の身分にふさわしい

大人になるために必要な「正しい作法を修得」させるための、ごく一般的な教育の形だ、っ

たことを指摘した。

このような教育の形は、しかし、中世の人々の人生像が運命的にほぼ決まっていたから

こそ可能であったということができる。将来像が決まっているからこそ、幼い頃からその

社会での、あるべき役割に特有な処世術や知識を教えることができたからである。 7歳か

ら、運命的に決まっている人間像に相応しいふるまい方、処世術、知識や技能などが実地

訓練において教え込まれることは、そこから旬、かに生きるかJという間いをもち、その

生き方を脱していくようなことは、かなり難しかったであろう。また、それぞれが属する

共同体自体が有していた、構成員に対する規制や保護の強さは大きなものであったといえ

る。近代社会が、国家の法や制度によって国民全体に開いている様々な権利や義務といっ

た社会規範や福祉の領域は、中世では、それぞれの共同体（村落共同体、信仰共同体、親

族共同体、家族－近代家族とは異なる「全き家Jーなど）において完結されている度合が

大きい。その共同体からの反逆は、そのまま保護をも否定することを意味することになる。

つまり、実質的に生きていけなくなるという事態を引き起こすこととなろうと予想できる

のである。
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しかしながら、 12世紀ぐらいから、徐々に、そのような盟定的措屡社会のあり方から意

識的に抜け出そうとする人々が出現しはじめた。イスラムやスカンジナピアなど外界との

接触、人々や物の流通とともに、徐々に都市が成立し、そこに商人や職人などの旅する人々

り始めたのである。彼らは、「祈る人Jr戦う人（支配する人）J f犠く入（耕す入）J

される封建龍措鰭社会から意識的にはみ出そうとした人々である。そ

るに従って、自分たちの職業の自出を守るために、開業組合在っくり、後に続く

会形成の基礎を築をはじめた。

そのなかでも、外界からの情報の流れとともに移入された古代の古典的知識の体系に魅

せられ、その世界に没頭する人々が現まつれた。西洋の学問は、この時期にアラゼア世界を

経由して移入されたギリシャ・口…？の学問を基礎にしていると言われている。当初は教

会や修道院の回廊の片誤で＼ヨーロッパ各地から集まった学生たちが教師の講義を聴いて

いたのであるが、そのうち、彼ら知識人たちも商人や職人たちと間接、開業組合を形成し、

の土地と建物を持ち始める。これが、大学の始まり

ウニヴェノレシタスは、同業組合という意味である。こ

とか、知識であるとかの意味は含まれていない。

る。ニエニヴァ…シティ

自体；こ、学問である

そして彼らこそ、九功ヰこ生きるかJという間いのこたえを、古典古代の知

かに求めた近代人の始まりであるといわれている。自己という個人のあり

捨象的で、現実の生活世界とは遊離した文字文化の世界のなかで患考し、

な

、
の

を方き

し、議論し、

体系fとしていくことが、ここにおいて成立したといえるだろう。しかし彼らの職業世界は、

多くの人々の日常と｛玄関絶された特殊なもので為っ

12世紀、パリやボ口…ニャ、オックスフォードなどのヨ一口ッパ最古の大学が形成され

んとしていたとき、知的冒険心と野心を拍き、既存の社会を飛び出した放浪学生と

る一群の人々がし

措いてい

ノレ・ゴフ辻、ゴ、リアルド族といわれるその人々について次のように

、する批判が広まり、もてはやされた環境のもとで、絞らがその中

したこと丘、疑いの余地がない。彼ちは都市の出、農民の出、さては貴族の出

と、その出自こそ異なれ、放浪者であるという点で変わりはない。また一方では、

を充実させることになった入口の飛躍的増加、高業発展の兆し、

どがみられる時代の申し子ともいうべき彼らは、公道で社会批判の先障に立ち、

者、接若無人なもの、不遇な人たちを町の辻々に集めることになる。ゴリアルド族は、

12世紀特有のこのような社会的流動状態から生まれたのである。彼らが既存の社会体

制からはみ出したことこそ、保守的精神の持主の手んしゅくを寅つ

イコ

は何びとをもそのふさわしかるべき地位、義務、

うとした時代である。ところがゴヲア／レ こから

身分に縛りつけよ

のである。逃れて
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たものの何の方策もないまま、彼らは都市の学校で貧乏学生の集団を形成し、なんと

かやりくりして暮らしたが、なかには裕福な同僚たちのもとに寄食したり、托鉢の生

活を送る者もあった。…

彼らは生計の資をうるため、往々にして旅芸人や道化役者になったが、実際このた

めしばしばそういう名で呼ばれている。…

定住の地をもたず、聖職身分にも加えられず、聖職禄も給付されていない貧乏学生

たちは、かくして知的冒険の旅にでることになり、ひいきの教師の後に従い、巷で評

判の教師のもとに赴き、都市から都市へと巡り、そこで教育を修めた。このようにし

て彼らは、 12世紀に特有の放浪学生の一団を形成し、この世紀に冒険心にみち衝動的

でかつ自由奔放な性格を与えることになったのである。しかし彼らは、まとまりをも

っ階層を形成したわけではない。その出自が多種多様で、あった彼らは、思い思いの野

心をいだいていた。むろん彼らは戦闘よりも学聞を好んだ。ところが彼らの同胞たち

は軍隊、すなわち十字軍の軍団増強に一役買うことになり、ヨーロッパとアジアの沿

道で掠奪を行い、コンスタンチノーブロルを襲撃するにいたったのである。［ノレ・ゴフ

1977: 33・34]

以下のような、彼らがのこした詩からは、既存の社会規範や拘束への嫌悪感と、自由への

憧れを読み取ることができょう。

俺は軽い気質の持主だから

強風にもてあそばれる木の葉さながら。

導き手なきまま進む小舟のごとく

天空をさまよう小鳥のごとく

錨に留められず綱にも縛られない。［ノレ・ゴフ 1977:36] 

しかし、大学が同業組合として組織化されるにいたる過程で、これら放浪学生の一群は、

その血気盛んな情熱と勢いを大学という団体に与えた一方で、どうやら大学の権威が制度

化され地位が確定するにつれ駆逐されていったようである。ル・ゴフが指摘しているよう

に、彼らの自由への憧れは、社会の規制とともに、そのコインの裏表である保護も一緒に

手放すことを意味し、それだけに、厳しい現実を引き受けねばならなくなったということ

ができるであろう。

ゴリアルド族とは趣を異にした類まれな学者アベラール、すなわち、ル・ゴフがいうに

は「近代的意味からする知識人の先駆をなす大立者Jであるアベラールは、 12世紀におい

て他の追随を許さぬ学者、大学人で、あったと言われている。議論しうる機会あればどこに

でも赴き、激烈な議論を展開、高名な神学者にも攻撃の手を緩めず、多くの学生が講義に
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殺到したという。彼も、

ある。つまり、生まれながら

ある。おそらく

さたiまうが安泰であり、

たのでlまないかと

て生きること

かい＼にっし

に委ね、学部緋究の道を選択したという経緯が

っている人生のi践を辿ることを握否し、自ら選んだ道

たとしても、生まれながら決まゥている道に従つ

くの人は、従わないという選択がある、ということ

されるような知識人たちは、

とは何か、理性と信仰はし、かに調和しうる

ここで、知識人の思索が、多くの人々の5常の生活とはかけ離れていた、ということを

はっきり

上有名

にしよう。

している 12

るが、その詳紹

ある。アベラーノレとこに口イーズのロマンスは西欧史

として、エロイ…ズがのこした言葉に注話すること

アベラーノレの子どもを福していることがわかった後に、

ときの詰葉である。

同時になさることはできません。講義と

女、書概とゆりかご、書物と紡錘竿、ベンと紡錘とをどうして両立させることができ

るでしょう。神学あるいは哲学針策く究め、それに身を挺しなければなら

はたして赤児の泣き声、乳母の子守歌、男女の奉公人たちが集まってやかましくする

ことに甜えられるでしょうか。子どもたちのたえまない汚物に我犠できましょうか。

しかに搭福な人は我憐で、きるかもしれません。彼らは一人離れて住むことができる

ほどに広い屋敷を構え、富裕なため出費を詑えなくともよく、体詰生活の気苦労をし

ないですむのですかち。でも哲学者はそのようなわけに いりません。金銭や物に

心を奪われてしまえば、神学者なり哲学者なり

レレ・ゴフ 1977:57] 

ることはでき

これはエ口イ…ズの独自な個人的な見解というわ く、賢者の結婚を非とするよう

していたことを、ノレ・ゴブは指指している。知識人たち と、日

とがいかにかけ離れていたか、がよくわかる。しかしここで注自すべき辻、後ら

杜会のなかで務部に特権的な地位なもっていたというわけではない、という w

とである。彼らは、学問という道に自己を投じ、学問研究のなかに生きることを自

それは、靴職人が、皮と鉄によって作品を仕上げていくことに生きること

と間接ともいえる。毒物と書見台、羊成紙、そしてペンによって「知の職人Jとしての役

割を全うするのだから。同業組合（大学）を組識化し、その水準維持と自分たちの身分の

確保、そして次世代への伝授を確かなものとしようとしたのも、職人たちと同様である。

ル・ゴブが「知の職人」である、といったのはこのようなことを意味している。もちろん、

知識人が特権や利権に無縁であったということではない。それも含めて位の職人や、抱の

に比して特異であったとはいえないということである。
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知識人たちは確かに、定められた人生を生きることを拒否し、旬、かに生きるべきか」

を問い、その答えを古典の知識へのたゆまぬ追究において見出そうとした、最初の人々で

あるといえるだろう。ただ、彼らの旬、かに生きるべきか」の聞いは、ゆりかごや子ども

の泣き声、日々の生活の気苦労とは全く隔絶された、思索と黙想、論争という、古典古代

の言葉、つまりラテン語によってのみ表現されうる世界だった。

II. 「いかに生きるか」という聞いと女性たち

女性は、この大学という組織に入ることは許されなかった。大学が同業組合から徐々に

制度化され、国家権力と結びつき官僚養成の機関へと変貌していくなかで、そのような正

統性から、女性は排除され続けたのである。ただ女性たちは、修道女や神秘思想家として、

文字文化の世界のなかで、人間や世界についての思索に没頭してし、く。大学や教会といっ

た正統からは異端視されながらも、多くの人々の導き手となった女性たちの言葉が残され

ている。大学における学問そのものも、そもそも古典古代の知識という、キリスト教の伝

統からすると異端的な知識との融合から形成されたものである。いかに異端的な色合いを

薄めつつ正統性を保持するか、が学問においては重要になるわけである。

彼女たちもまた、封建制社会のなかで自らに定められた生き方を否定し、「し、かに生き

るかJという聞いを発した近代人のさきがけであるといえよう。文字文化の抽象的知識世

界のなかに、自らの生き方を求めたという意味で、大学を組織した男性知識人たちと同様

であるともいえるのである。

西欧中世の大学の学聞が神学を頂点として体系化されていることからも、そして、 8世

紀のヨーロッパの成立以降、諸国家がカトリック教会権力を中心として組織化されていく

ことからも、少なくとも表面上は、中世の西欧社会はキリスト教の原理によって支配され

ていた。男性知識人たちも、女性思想家たちも、神に対して自己がどのように関わるか、

神への信仰をどのように考えるのか、という思索を通じて、個人という意識を覚醒してい

ったといえる。すなわち、彼（女）たちの自己は、世俗の生活ではなく、世俗世界とは隔絶

された聖なる世界へと投げ出されていた。彼（女）らにとっても、アベラール同様、日常

の生活世界から逃れ、自身が選んだ個人として生きる場とは、神の言葉を読み、理解し、

思索する抽象的世界で、あった。少数の限られた人々の、特殊な世界だ、ったのである。

聖母崇拝は 12世紀をピークに沸き上がり、聖化された女性は、男性ほどではないとし

ても数多くいた。しかし、彼女たちは「キリストの花嫁」となることによって初めて、聖

性の領域に踏み込むことができた。つまり、世俗で結婚している女性は、修道院に入るこ

とも、もちろん聖女として崇められることもなかったのである。中世において、世俗の母

であることと聖性の領域において思索を深めることは相容れないものだ、ったといわれてい

る。聖職者に結婚が認められていなかったことを考えると、それは女性に限らず、男性の

場合も同じである。ただ聖母崇拝により母であることへの聖性を一方で、称えながら、母で
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あるということと盟性が両立しえないということは、大きな矛患である。これは、実は、

父なる持、子イニこス、聖霊童の三詑－f本を軸とするキリスト教の体系のなかに、土器の大地

母神信仰などの豊穣神信仰をど組み込みつつ開化していく過程においておきたパラドックス

といわれている。処女懐胎などの教義は、この通韓で生み出されたものなのである。

ともかくとして、子どもを産み育てることと、神とiま何か、倍仰とはなにか、

とは何か、魂とは伺かなどについて考えることは、相容れるものとはされてはいなかっ

どものいる女性は、自分の子どもをおいて、信仰の世界に入ることになる。 17

いても、岳部にめさめ、息子を預けて、修道会に入り、海合わたって惹民地への布教活動

に身を投じた女性会丸、たことを、ナタリー.z .デーヴィスは活写している。独身、ある
いは寡婦である女性に摂られてはいたが、信部に身を捧げ、神との関係において、自己と

いう存夜を意識し、九、かに｛ぎずるべきかJから「いかに生きるべきかJということ

近代以前においても、数は少なかったけれども春在したのである。

も名を残した女性が、ピンゲンのと／レヂガルドという女性である。

として、神学史上においても高い評価を得ているとノレデガルドの幻視、持から

録は、今や女性神夜、主義とか女性による著溜というカテゴリ…ではとらえることができな

い、といわれている。中世の宇宙観としてしばしば言及される「小宇宙（ミクロニコスモス〉

としての人間Jは、後女のヴィジョンを通して普及したと、／レ・ゴフも指摘するほどであ

る。そこiこある宇宙観、人間観、昌己の観念や意識は、私たちと開様のものとはもちろん

いえない。しかし確実に、枇に向かつて表現する自己をもち、そして実離その自己存在を

させたことは確かである。その意味で辻、男性に限られた大学で知識人が行ってし

神の世界における患索と変わることはないといえる。ただし、非常に類まれな詑力をもっ

た少数の女性に限られたことであっ

あるいはベギンと呼ばれる半聖半信の奉仕活動集団において活躍した独身女性たちの

経験も、当

のない、

たち

えて、

しかも女子修道院の制度の枠に ること

あり方を明示しているといえる。上競によれば、彼女

死者のための祈りなどの領域に加

糸訪ぎ、ピ…ノレ醸造、写本、印艇などの多岐にわたる経涜活動で、あっ

た。「ベギンになることは、ヴェーノレをつけることであると男持に、

〔上捺 2001: 265］といわれる。ここからみえるのは、そう

ること、あるいは寡婦であることと結びついていたこと

であることと、韓々人が自己表現をすること、といっても

は両立しえないことだったということができょう。

くことを意味してい

f働くこと」も、独

あり

、てだが、それ

E，近代叱過程は、男女の生き方になにをもたらしたのか

ンス、 そ と続く近代社会への転換は、この
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ような、聖なる

へと拡大し、

閉ざされた観人の意識を、 日常世界へ、そして企ての人々

を経て、 どの成立とともに、

商人や職人たち

く。そして、

と結び、つくなかで、学問そのものが変賀してい

入の集まりである近代前民社会の成立は、川、かに生きるかjとい

う間いを、全ての市民のものとしたといえるだろう。

らしにも重要な転換が生じたc それまでの封建制度の下での

されるような、生産労働過程をも含みこんだ生活共間・経営誌が解捧

父長）を頂点とする、多くの奉公人たちによる芳犠によってまかなわれてし

な生活形態が、近代化と共に労働の場と家族生活の場に分離していく。

明確に領主主区分化されていくのであ

家」

る。領主（家

自給自足的

と

そのなかで、男性は、「一家の稜ぎ手jたるべく賃金労働者として労績の場におかれる

とになり、女性は、「専業主婦Jとして家躍の祖かな守り手と

1て、男女の性別領域分離主義が誕生したといえよう。封強制階層社会の損壊と

ともに、このよう 産業構造上の変色は、人々に、身分や職分ではなく、

りもまし るようになったのである。

17世記以降の西欧において、

身体が形成されてきたことにつし

性がそのよう

る。

く家庭における

既iこ多く

加の性別領域分離主義の成立の過程において

じた役割を全うすることの素晴らしさ

し、く。しかも、「一家の稼ぎ手jにしても

、勤勉で禁歌的な労働

それは、男

うけつつも、

されていった、ということができょう。

男性のみならず、女’性たちも自らその

し、それぞれの役割規範を理想化して

にしても、そ し得た

入は殆どいない、まさに幻想としての規範イメージで、あった。それは、

において、女性や児童の劣悪な労働が問題化されたことからもわかる。しかし、徐々にそ

のイメージは人々の関に浸透し、いつの間にかそれが本来の姿であるかのような、男であ

れば、女であれば当熱そのような生き方をするものであるかのようなものとして器定北さ

に歪るわけである。

N.近代以降の男女の生き方とジェンダー ～勤勉な労傷者と教脊のある時

かくして、男性は、自らの「し、かに生きるかj という開いな、賃金労働者として、つま

り資本主義経済を支える勤勉な融き手としての生き方に収赦していったといえよう。正確

な時間感覚をもち、少ない力でより多くの利益を上げたいという功利的欲求、より速く、

より多く、より高く、という進歩主義的、発股主義的志向などは、近代の男性の生き

る価値観である。人類史的に見れば、非常に特異な舘舘観であり、エートスに能な
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らない。しかし、私たちの多く段、こうした価値観は、全ての入が本来的

いるものだという錯覚に陥っている。近代の男性たちは（女性たちも徐々 ~C.）、自己自身の

生きる道をこのような価値観にからめとられたままに選んで、いるのであ

ち丘、家嘉の守り苧として、自己を規定していく。家庭は、以前のような生産労

こみ大人たちも子どもたちも入り説じったものではなく、母と子ども

で繋がれた空間として閉ざされていく。しかも、子どもの教育過程は、かつて

とどまらない多くの大人たちに囲まれた現場主義的見習し

くなりつつあった。近代学校と家躍の強力な教育的配臓のもとに、子どもは品分の生ま

れた閉鎖的家薙空間のなかで、親と教師という摂定的な大人の視線を常に浴びながら子ど

も時代を過ごすことが、中間階賭の人々の間においては社会的条件としても可能な形とな

ってし吋。それにつれて、この子ども中心主義の家族議辻、中間階属としての階題意識そ

のものと重ね合わされていくことになる。つまり、そのような家族を忠向し少しでも

していることによって、中問題であるという階層意識をもつことができる、ということで

ある。この家族が、夫／父が「一家の稼ぎ苧Jとしての役割を果たし、

ることが必要条件であることからして、経漬的なi者層意識とリンクしていることは明らか

である。このような意識変化を伴う社会的変容過程を経て、母役割は子どもの養育に、 f患

の何にも代えがたく重要な任務として認識されるようになるのである。

そのような近代の新しい母親として、女性たちは自己を規定するようになる。いかに立

派な子どもを育てる母となるかということこそが、中間層の女性にとっての自己確立の拠

となっていくのである。ル不サンス黒から徐々に書かれ始めた女性による女性向けの助

は、良き母になることが女性の生き方にとってどんなに紫晴らしいことであるか、

という言葉が残されている。以下｛士、 19世紀初頭に、女性が書いた母役割を評儲している

る。感傷的な諺飾語がちりばめられているが、良く読むと興味深いこと

される。それは、この時代、まだ子脊てという仕事が自分たちの役割であると考えていな

い女性が多かった、ということである。この文章を書いた女性は、女性にとっての子育て

ま文」まA々」 けて強調してい

き志は、キリスト教徒の母を、その「栄光ある

いる母を激励します。｛患の全ての望みも栄誉もf夢いも

ものとすることができるように、天は彼女に特権と力を年えたのです。

自分が変えることを運命づけられている魂（子どもの魂；引用者）

す。天によって彼女は、まるで創造主の手から今開花したばかりの誌のがく

かのように、その魂〈子どもの魂；引用者）をまず最初に念入りに見ることが許され

ているのです。．

もと

て

しい本節の魅力を、

ように定められているのです。 になったふざけ

という幸福に捧げる

自分勝手な楽
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とは離れ、母としての威厳にむかつて高く昇っていくように励まされているのです。

新しく生まれた愛情によって、夜も眠れぬ心配事をも乗り越えていくよう元気付けら

れており、過去の時代の数々の模範例によって、その仕事のための力を与えられてい

ます。それはなによりも、神の声によってその最も神聖な義務への忠誠を厳命された

ということなのです。

私たち女性は、自らの天職は、教える（teach）ことであるということを自覚し、優

越性においても、力（power）の程度においても、教える能力（facultyof teaching) 

ということからいっても、神によって分け与えられた領域（department）において、

母とは第一のものであると認識しています。優越性においては、彼女は創造主の次席

にいます。生徒たちに及ぼす力という点では、競うものがないほど限りないものです。

教える能力の点では、変化させる愛という特権を授けられているのです。その光り輝

く領域が、新たに生命を与えられた魂とその不死の運命である限り。母は、自らに与

えられたこの高らかな特権を蔑ろにしてはいけません。あるいは、怠惰で楽な生活を

要求しようとしたり、自分の個人的な努力はあまり価値がないなどと力なく言ったり

しないようにしましょう。［Sigourney1834:16-l7] 

母親の子育ての役割を強調し、母親はそもそもその能力、影響力を本来持ち合わせている

という、このような認識は、あるいは永遠普遍のものだ、と思われる人もいるかもしれな

い。しかし、バダンテールが喝破したように、母性を女性なら皆もっている、あるいは女

性は本来もっているという認識は、普遍なものではない。勤勉な労働身体と同様に、産み

育てる身体としての女性の身体観も、近代化とともに徐々に形成されてきた、歴史的構築

物なのである。

産むことは、女性に限定されているではないか、と思われるかもしれない。しかし、コ

レイアが詳細に明らかにしているように、 17世紀の西欧に沸き起こった前成説論争からは、

産むこと、すなわち人類の子孫を内に有している存在が、女性であるとは考えられていな

かったことが確認できる。子孫を抱いているのが精子なのか、卵子なのか、ということで

争ったその論争は、 17世紀に発明された解剖学的な人体への視線を、いかにキリスト教の

信仰体系のなかに位置付けることができるか、ということを主題としていた。そのような

認識のなかで女性は、確かに子どもを苧み、お腹を痛めて子どもを産むけれども、それに

よって、子どもの魂への緊密な影響力を持っているなどとは全く考えられていなかったの

である。

さらに遡り、古代ギリシャにおいては、母親は親ではない、父親だけが親である、とい

う考えが存在した。

だし、たいが母というのは その母の子と呼ばれる者の生みの親ではない、その胎内

に新しく宿った胤を育てる者に過ぎないのだ、子をもうけるのは父親であり、母はた

117 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



だあたかも主人が客をもて

イスキニエ口ス 1985: 313〕

ように、その若し り ていくわ ア

ウェインによると、前5世紀の古代ギリシャ、古ftエジプトの文化闘においては、父、

なわち精子が誕生の決定要素であると考えちれていたといわれる。つまり「生理学上の母

(physiological maternity) J ~土、自明なことではなかったようなのである。

4世紀、アリストテレスの

しかにアリストチレスの議論は、

を認定した点でそれ以前の考え方と

る

の力

したガレ

ちれるノス（2～3 の議において さらに人間の出生についての女性の役割

ことになるという。

しかし、西欧社会で、支配的で、あった「ゼウスの賊から生まれたアチネパギリシャ神話人

ダムのあばら骨から生まれたイヴJ(I日約盟書）の物語は、常に人間の始まり

男性の譲位性を正当化してきた。「人間の出生についての女性の役割の重要性は、

うした神話によって坊められてきたJ[Wayne1996 : 58］といわれている。

のような医学の知識によっても簡単には変わること

近代以前の女性にとって、母となることは、まずは出謹時の死亡率が高かったことから

もかなりの身体的な危険を伴うものであった。そして、乳幼児の死亡率も高いため、結措

ちは、その人生の大半を妊娠と出産に費やした。母乳の良さを訴える

乳母によって養育されるか里子に出されることがかなり多いのが現実であ

っに。自分が産んだ子どもの道徳的導き手、養膏の責任者となるような余裕も、

ほとんど存在しなか。たといえる。子どもを産むこと自体が、病や死と隣り

たのである。子どもが無事育っかどうかということは、人間の力で、はどうしようもない、

それをはるかに紹えた神のみぞ知る註界のことで、あったということができょう。

トマス・キースが明らかとしているような、近代以前の人々が詫ってし

このことをど物語っている。

は、

、つも、日営の程こりうるさまざまな事態を取り扱うために、待機してし

妊婦が利用できたものは、多くの修道院がその目的で保管している聖なる遺品、たと

えばガードノレ、スカート、コートなどで、あった。そこで粧婦たちは産婆に促され、

マノレガレタもしくは聖母マリアに呼びかけ捧痛を和らげてもらおうとしたり、生まれ

る子が是非男であってもらいたいのなら、要フェリ今タスに加護を祈ちなさいと

れた。ヘンジー七宝の王妃は出産の際、ある諺道士に6シリング8ペンスを支払い、

ードソレをつかった。〔キース・トマス 1993:38] 

また、燕事出産を終えた後にも、 されていた。長くなるが、当
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と教会の態度についてトマスの叙述から引用してみよう。

教会の儀式のうち、社会的意味の5齢、もう一つのものは、産後の婦人に対してなさ

れる安産感謝式（churchingwomen）、もしくは産後の清め式（purification）である。

それは、その女性が母親として新しい役割を担ったこと、および一定期間の儀式的遮

断と回避の後に夫と再び性的関係をもつこと、この二つを社会が認めることを表象す

るからである。過激なプロテスタントの改革者は、後にこの儀式はイングランド教会

において最も非難を免れえない、カトリック的な遺産の一つで、あるとみることになる

のであるが、中世の聖職者たち（churchman）もまた大量のエネルギーを注いで、母

親が清められるまえに家から出ること、空や大地を見ることは誤ったことであるとい

う信仰などの世俗の迷信を打破しようとしていた。教会の選んだ立場は、安産感謝式

は無事に出産ができたことを神に感謝する儀式であるとすることで、あって、出産後そ

の儀式が挙行されるまでの期間についてはいろいろととりざたされたが、そのどれも

支持しようとはしなかった。また産後の女性は安産感謝式が行われるまで、外に出て

はいけないということも容認することはなかった。…しかし、一般の人々にとって安

産感謝式は明らかに、その先行するユダヤ教の儀式と密接に結びついた清めの儀式で

あった。

根っからのプロテスタントは、後にこの儀式そのものを非難することになるが、そ

れは「素朴な人々の心に多くの迷信的意見を生み育てるからで、それはたとえば、子

供を産んだ女性は不潔であるというような意見である」。しかし、もっと偏見のない見

方をしていたら、その儀式は原因というよりむしろそうした意見の結果だと見ていた

であろう。処女であること、もしくは少なくとも性交渉を差し控えていることは依然

として聖なることの一般に容認された条件で、あった。…女性に安産感謝を施すという

儀式、それは衆目のみるところでは、半ば魔術的な意味を帯びていた。したがって、

教会は潰そうとしたが、潰すことができなかった信仰、安産感謝式の前に出産の床で

死んだ女性はキリスト教による埋葬を許すべきではないという信仰が生まれたのであ

る。清め式という考えは、宗教革命の時代になっても存在していた。 17世紀末になっ

ても、ウエールズの各地からの報告では、「普通の女性に向かつて安産感謝式はウイツ

チクラフト除けのお守りではないといっても、それ以外のものと見なすことはほとん

どないし、彼女たちは自分たちが式を受ける前に歩いた所に草はほとんど生えること

はないと思っている」というのである。［キース・トマス 1993:51] 

この安産感謝式を終えた後、新生児は一週間以内に洗礼の儀式をうける。この儀式は「救

済に不可欠なものであり、洗礼を受けずに死んだ子供は通例地獄の辺土 Oimbo）に送ら

れ、そこで永久に神の姿をみることが許されなしい・これが教会の教えたことであった」［キ

ース・トマス 1993:49］。しかし、人々の洗礼の慣行を支えていたのは、成長や長生きの
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穎いが叶えられるからという信部であり、どの水が効力があるかということまでもその信

伊のなかに擢め込まれていたといわれる。

こうした、教会の思惑とは異なる｛言郁斧系のうえに執り行なわれていた犠式の数々は、

人生の初段賠にわたり、あるいは季節の諸時期にむたり、それぞれの時期の意味を再確認

し、災いを少しでも避け、無事に過ごすという人々の穎いとともに慣行化されていたとい

る。中世教会は、それを授誰することではなく、キラスト教の信仰体系の

込むことによっ

少なくとも自

していた。能方で、人々はそうした行動をとることによって、

ではどうしようもない災難から逃れることができると考えていたとい

うことができ

そしてまた、近代以前の女性たちのなかで、自己という空間、個人という意識を持ち始

めていたのは、先に述べたように、母親になる、良き母としての役割を果たすという

とは全く別の、盟なる思索堂界に生きる、特猿な人々で、あっ

ゅに変化がもたらされたのが 16世紀から 17世紀にかけてである。徐々に、

ものが現れ始めたのであ の中で、大き 占めているの

話すべきことある。

どを代表とする 17 問

、

敬
こ

な

ら
v

フょのイレ

ように母が子どもの魂に万能な力をもっとは語らなかっ

子どもの救済悲願い、神に祈ることを勤めるのみなのである。と泣い

度なプロテスタントの母親が、指分の子どもの魂にかかわる要性、

しはじめたことは、おおきな転換点でるった、といえる。

母親は聖性、霊性の領域を経由したかたち

という韻域におい

という世岱の営み

どもの内面世界に捗み

たからである。

それまで、理性、議性の鎮壌で思索令深め、神かちの啓示を語り、人々に影響をあたえ

ていた女性神秘思想、家たちは、自分の子どもの行く末を濃い、その幸還を願うという事柄

とは切ち離されていた。母として告分の子どもの世諦や心配事を担えていては、神との対

話、キリストの花援としての盟なる仕事はおろそかiこなる、と考えられたかちである。こ

れは、先に引用したエロイーズの論法にある通り

近代化過程のなかで、このような女性たちの生き方に変容がおきるのである。

とは切り離され、子育ての重要機関となった家庭空間のなかで、かつては別のものC めつ

と女性の自己とが結びつけられていく。この結びつきは、男性たちゃ、

し押し付けたというよりも、文字文化に精通した知識ある女性たちが告ら創りだしたも

のでもあることは、先に触れたとおりである。では審物を書いたような女性たちのみによ

って創ら

きる当

うも設い切れないc

ちに向けて、つまり

ちは、変わりつつある社会に生

し後（女）たちに受容される

べくして書いたに違いなし、からで島る。

のような、母親役割、それも良き る昆き母親の役割こそに、弘、かに生きる
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か」という問いのこたえを見出そうとしてきたのが、近代以降の女性たちであったと言え

る。近代の女子教育の制度は、そのほとんどが、良き子どもを育てることのできる能力の

ある女性を育てる必要がある、という意識のもとで着手され、その発展を促されてきた。

つまり良き母となるために、女性は教育を受けるべきだとしづ論理が、女子教育必要の論

拠だ、ったのである。

現代において、女性の生き方を母親役割にのみ限定することには、否定的な考え方も多

くなってきているように思う。しかし、母親となった女性が自ら良き母親として生きよう

とする意識をもつのは、女性として本来の姿であるという考え方は、少なからず現代社会

に根づいている。男性の勤勉な労働者となるべきとしづ観念と同様、女性が良き母親であ

るべきとしづ観念は、近代において誕生した新しい観念なのである。しかし、男性像と同

様に、そのような女性像、母親像は、それを体現していない場合には道徳性・人間性を間わ

れるような、強力な観念として定着していると言えるだろう。

おわりに ～日常の「異化」のために

もちろんここでは、現代の認識枠組について、その正否を云々するのが主眼ではない。

それよりも、まずは私たちが慣れ親しんでいる近代的なものの見方、考え方から解放され

るために、近代以前の男女の生き方や教育のされ方を知ることが主な目的であった。西欧

中世の世界とそこに生きた人々の息づかいの一端に触れることによって、日常を「異化」

することが必要であろう。

（講座においては、いくつかの絵画史料をお見せし、いくばくかの臨場感を味わっていた

だし、た。）
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